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	【別紙】
	１　事件の概要
	⑴　労働組合法第２条は、この法律で「労働組合」とは「労働者が主体となつて自主的に・・・組織する団体・・・をいう。」とし、同法第５条第２項において、労働組合の規約に規定すべき事項として、「組合員は、その労働組合のすべての問題に参与する権利及び均等の取扱を受ける権利を有すること。」（第３号）、「その役員は、組合員の直接無記名投票により選挙されること」（第５号）、「総会は、少くとも毎年１回開催すること。」（第６号）、「会計報告は、・・・少くとも毎年１回組合員に公表されること。」(第７号)などの事項が定...
	これは、労働組合法による保護を受ける労働組合は、「労働者が主体となつて自主的に・・・組織する団体」であり、その運営も組合員の意思を反映した公正で民主的な団体でなければならないとする趣旨である。
	これに対し、本件における組合の規約では、「大会は、・・・議決権を有する組合員をもって構成する。」とされ（第11条）、この「議決権を有する組合員」は、「予め当ユニオン（注：すなわち当該組合）より議決権を有するものと指定された者をいう。」とされている（第15条第１項）。また、「各役員の選挙は、大会における議決権を有する組合員の直接無記名投票によって選出」されることとなっている（第16条）。
	これによれば、組合は、あらかじめ組合から「議決権を有するものと指定された者」が役員となり、これらの者のみによって業務が執行され、大会が開催され、役員が選任されることとなる。そして、実際上も、組合役員６名により組合活動がなされ、大会や役員選挙も実施されているのである。ここには、役員以外の一般の組合員の意思が反映される余地はない。
	また、会計報告についても、組合員への公表を行わない規定を設けており、実際、組合費を支払わない組合員からは、会計報告の公表を求める要求は出ていない。
	もっとも、組合規約第15条第２項には、一般の組合員も事前の申出により大会の議題及び議案を提出することができ、その場合大会の議決権を取得する旨の規定がある。しかし、これは、飽くまでもそのような申出をした組合員に限って認められる措置であり、そのような申出があった事実も確認できない上、そもそも一般の組合員には、大会の開催日や議題等は周知されていないのである。
	以上のとおり、組合においては、役員以外の一般の組合員に組合の「すべての問題に参与する権利」があるとはいえず、役員は「組合員の直接無記名投票により選挙」されておらず、会計報告は「組合員に公表」されていないのであるから、少なくとも労働組合法第５条第２項第３号、第５号及び第７号の要件を明確に欠いているといわざるを得ない。
	組合は、このような制度とした理由を、組合費無料の趣旨に鑑み、組合員の組合活動の負担を最小限にする趣旨によるものであると説明するが、このような理由をもって、労働組合法第５条第２項に定める要件を満たさなくてよいということにはならない。
	加えて、組合においては、制度として、役員以外の一般の組合員が組合の運営に参画したり、意見を述べたりする仕組みができていないのみならず、実態としても、一般の組合員は、組合費を負担しない代わりに、大会及び役員選挙に関与せず、組合の運営に自らの意思を反映させていない上、そのような状況に特に不満はなく、むしろ、組合の運営や活動にかかる負担のないことが組合員であることの動機付けとなっているとみられる。こうしたことからすると、組合においては、一般の個々の組合員が、組合を自主的に組織する主体であるというこ...
	したがって、組合は、「労働者が主体となつて自主的に・・・組織する」という労働組合法第２条の要件を欠いているといわざるを得ない。
	⑵　前述のとおり、労働組合法第５条第２項には、労働組合がその規約に規定すべき必要的記載事項が定められているが、これらは、規約に含まれていればよく、労働委員会における労働組合の資格審査において、実際に規約どおり運用されているかどうかまでは求められていないと解されている。
	また、労働委員会規則第24条には、「委員会は、労働組合が労組法の規定に適合しないと考えられるときは、公益委員会議の決定により、相当の期間を定めて、要件の補正を勧告することができる。」との規定がある。
	そうすると、労働組合法第５条第２項の労働組合の規約の必要的記載事項だけの問題であれば、当委員会が労働委員会規則第24条の規定に基づき補正を勧告し、組合規約の改正を求めることにより、組合の組合資格を認めることができる余地がないとはいえない。
	しかし、組合によれば、組合規約第20条の会計報告の規定は改正する余地はあるものの、組合費を無料とする組合の設立趣旨・理念に鑑み、「議決権を有する組合員」による組合の運営に関する部分については今後も変更できないというのであるから、組合規約を改正することは期待できない。また、組合は、当委員会の資格審査適合決定を受けた平成29年８月１日の１か月後の９月１日に規約を改正し、さらに令和元年５月31日にも改正した経緯が認められる。この２度の改正で組合規約が労働組合法に適合しないものとなったが、その２度の...
	加えて、本件の場合、組合は、組合費を無料とし、大会への参加等も求めず、組合員の組合運営に係る負担を金銭的にも活動的にも軽減することによって、多数の組合員を結集している実態がうかがわれ、事実上、組合を運営しているのは役員６名であって、その６名の役員を除く万単位の組合員は、制度的にも実態としても、組合を自主的に組織する主体であるとみることはできないのであるから、組合が、「労働者が主体となつて自主的に・・・組織する団体」であるということはできない。
	そうすると、仮に組合規約を改正して形式的に労働組合法第５条第２項の要件を満たしたとしても、組合は、根本的に同法第２条の要件を満たす団体とはいえないと評価せざるを得ない。
	したがって、本件においては、組合規約を改正させることにより組合の資格を認めることは相当とはいえず、組合は、労働組合法第２条及び第５条第２項の要件を欠いているといわざるを得ないから、組合が、労働組合法に規定する手続に参与し、同法による救済を受ける資格を有するものであると認めることはできない。

